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１　革手錠とその問題点１　革手錠とその問題点

締め過ぎによる身体損傷

社会的・国際的批判の高揚

本年３月５日，革手錠の半年以内の
廃止と代替品の導入を決定。
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２　代替品の必要性・条件２　代替品の必要性・条件

機能性 人道性

安全性

利便性

新型戒具

安全性安全性

過剰な有形力を行使できないように

すること。

誤用により身体に危害を与える

ことを防止。

機能性機能性

被施用者の行動を効果的に抑制

できること。

戒具使用の目的を達成。

利便性利便性

装着・解除を迅速かつ簡便に行うこ

とができること。

長時間の制圧行為等による

事故の防止。

人道性人道性

人間としての尊厳に十分に配慮し

たものであること。

非人道的拘束とならないように

十分配慮。
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３　諸外国の拘束具３　諸外国の拘束具

　〔毛布型包身具〕 　〔拘束ベッド〕 　〔拘束いす〕

　〔金属手錠〕 　〔金属足錠〕 　〔ボディーベルト〕

4



４　代替品－第二種手錠４　代替品－第二種手錠

腕輪２個を連結板で結合

手首回りにフェルト地を使用

暴行又は自殺を防ぐために
必要がある場合のみ使用

原則として保護房内で使用

サイズを４種類用意
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５　代替品の使用フロー５　代替品の使用フロー
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